
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成29年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

・①経常収支比率については年々改善してきており、平
成26年度以降黒字を継続しています。しかしながら、下
水道関連事業が一時期に集中した結果、④企業債残高対
給水収益比率は他団体と比べ高い傾向にあり、老朽管や
施設更新に回す費用が少なくなる傾向があります。
・②累積欠損金比率については、０％を継続しており、
発生していません。
・③流動比率については、平成28年度までは類似団体の
平均値より低い傾向が続いていましたが、平成29年度で
は類似団体より高くなりました。支払能力は過去に引き
続き問題ありません。なお、比率が減少している要因と
しては投資を抑制していることによる現金の増があるも
のの、流動負債中の企業債がそれを上回る金額で増加し
たためです。
・⑥給水原価については類似団体より低い傾向が出てい
ますが、⑤料金回収率は100％を上回っており費用に対
する資金回収は現状では出来ています。主な要因として
は人事異動により人件費が減少していることや、漏水の
減少により施設の運転経費が減少していることが挙げら
れます。
・⑦施設利用率について、類似団体の平均は上回ってい
るものの、約6割程度の稼働となっているため、今後、
給配水の見込みについて慎重に検討し、過大な投資を行
わないよう注意する必要があります。
・⑧有収率については平成28年度から平成29年度にかけ
て漏水の減により5％程度改善されたものの、全国平均
には届いていない状況であるため、引き続き改善を図っ

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

－

- 54.22 98.81 4,168 9,463 26.24 360.63 【】

86.96 110.97 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A8 非設置 9,650

経営比較分析表（平成29年度決算）
長野県　飯島町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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85.00

90.00

95.00

100.00

105.00

110.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 92.62 102.08 103.02 107.16 107.45

平均値 105.53 107.20 106.62 107.95 104.47

①経常収支比率(％)

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 28.31 13.46 12.59 12.44 16.40

0.00

2,000.00

4,000.00

6,000.00

8,000.00

10,000.00

12,000.00

14,000.00

16,000.00

18,000.00

20,000.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 18,495.55 374.56 380.59 359.60 337.30

平均値 1,164.51 434.72 416.14 371.89 293.23

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

800.00

900.00

1,000.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 920.99 895.69 867.69 826.56 788.52

平均値 498.27 495.76 487.22 483.11 542.30

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

【113.39】 【0.85】 【264.34】 【274.27】

全体総括

・下水道関連の工事が平成7年度あたりから集中し
たことにより、減価償却費や元利償還などが現在
ピークを迎えており、経営を圧迫している現状があ
ります。
・平成30年度において水道基本計画の見直しを行う
予定であり、今後も効果的な投資を見極めて実施し
ていく必要があります。
・水道料金について使用水量が少ない場合において
他団体と比較して高いため、定住促進、子育て支援
などの含め値下げについて検討していますが、経営
状況を見ながら慎重に見直しをしていく必要があり
ます。
・現状は黒字経営ができており、一般的には健全と
言えると考えますが、今後の浄水場改修など大規模
な投資を見据え経営を行い、健全運営の維持に努め
ます。

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」

2. 老朽化の状況について

・平成29年度末時点で、耐用年数を経過した配水管
は約17kmとなります。
・①有形固定資産償却率・②管路経年化率を見る
と、他の団体より老朽化した施設管路は少ない傾向
にありますが、石綿セメント管について約7km残っ
ており、浄水場についても40年以上経過しているこ
とから、今後も引き続き計画的な更新が必要となっ
ています。
・③管路更新率については類似団体より高く、全国
平均より低い結果となっています。管路については
今後5年間程度かけて集中的に更新を行うこととし
ており、引き続きの更新を実施していきます。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

には届いていない状況であるため、引き続き改善を図っ
ていきます。
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当該値 0.70 0.89 0.20 0.54 0.56

平均値 0.64 0.56 0.65 0.46 0.44
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当該値 31.75 37.25 38.76 40.56 42.37

平均値 36.43 46.12 47.44 48.30 45.14
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当該値 6.33 8.47 9.70 12.38 12.00

平均値 8.72 9.86 11.16 12.43 13.58
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40.00

60.00
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120.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 89.61 99.30 100.85 105.15 105.92

平均値 90.64 93.66 92.76 93.28 87.51

180.00

190.00

200.00

210.00

220.00

230.00

240.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 231.48 210.45 207.48 198.64 197.98

平均値 213.52 208.21 208.67 208.29 218.42
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当該値 55.61 54.67 58.93 59.93 56.02

平均値 49.77 49.22 49.08 49.32 50.24
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70.00

72.00

74.00

76.00

78.00

80.00

82.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 78.29 77.87 72.54 72.55 77.58

平均値 79.98 79.48 79.30 79.34 78.65

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【89.93】【60.41】【165.71】【104.36】

【48.12】 【15.89】 【0.69】

※　平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路経年化率及び管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

ます。



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成29年度全国平均

経営比較分析表（平成29年度決算）
長野県　飯島町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

86.96 110.97 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 公共下水道 Cd2 非設置 9,650

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 56.94 100.00 4,752 5,453 3.01 1,811.63 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　収益的収支比率は、年々低下しており、50％を超
えず、厳しい状況が続いています。企業債残高につ
いても、現在ピークを迎えており、事業規模に対し
ての比率が非常に高くなっています。このため、一
般会計からの繰入金に頼らざるを得ない状況となっ
ています。
　経費回収率及び汚水処理原価は、昨年度と比較し
使用料収入はあまり増額となりませんでしたが、維
持管理費を削減できたため良い数値となりました。
しかし使用料収入だけでは維持管理費を賄うことが
できない状況に変わりはありません。
　施設利用率は横ばいであり、今後も事業規模は拡
大せず、現状の規模のまま農業集落排水の統合を検
討していきます。水洗化率は類似団体と比べ、遅れ
をとっているものの、事業開始が遅かった処理区が
あるため、今後徐々に伸びてくるものと思われま
す。水洗化を加速させるため、施工業者を含めてPR
が必要と考えています。

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」
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平均値

①収益的収支比率(％)
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当該値 4,559.63 4,265.09 3,769.06 4,206.85 3,992.95

平均値 1,826.49 1,696.96 1,162.36 1,047.65 1,124.26

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

【707.33】

【95.06】【60.13】【136.39】【101.26】

該当数値なし 該当数値なし

2. 老朽化の状況について

　最も古い管渠は、平成6年度に布設されたもので
あり、標準耐用年数が50年であるため、更新の予定
は立てておりません。しかし、近年大雨の際に不明
水が流入することから、対策が必要であると考えて
います。
　処理場については、標準耐用年数を超えた機器が
増加しており、計画的に更新していく必要がありま
す。ストックマネジメント計画の策定も含めて進め
られるよう、スケジュール管理を行っていきたいで
す。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

全体総括

　事業全体の運営と今後の見込みについては、昨年
度と大きな変化はなく、独立採算は難しい状況が続
いています。今後、老朽化した施設、機器更新のた
めの財源を確保しなければなりません。水洗化率を
上げ、使用料収入を増やす必要がありますが、少子
高齢化による人口の自然減は避けられず、大きな使
用料収入の増加は見込むことができません。
　将来的には、農業集落排水の統合を検討してお
り、経営改善を期待しています。まずは、平成32年
度からの法適用を目標とし、経営の見える化を図り
ます。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」
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①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【95.06】【60.13】【136.39】【101.26】

【0.23】

該当数値なし 該当数値なし

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。
※　平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成29年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　収益的収支比率は、昨年度より高くなりました
が、依然として30％台であり、厳しい状況が続いて
います。企業債残高についても、現在ピークを迎え
ており、事業規模に対しての比率が非常に高くなっ
ています。このため、一般会計からの繰入金に頼ら
ざるを得ない状況となっています。
　経費回収率及び汚水処理原価は、昨年度と比較し
使用料収入はあまり増額となりませんでしたが、維
持管理費を削減できたため良い数値となりました。
しかし使用料収入だけでは維持管理費を賄うことが
できない状況に変わりはありません。
　施設利用率は大きな増加はなく、汚水処理原価も
高い数値であることから、公共下水道への統廃合を
進めていきます。
　水洗化率は、高齢世帯を除くとほぼ概成してお
り、使用料収入の増加は難しいと思われます。この
ことからも、維持管理経費の節減のため、前述のと
おり統廃合を進めたいと思います。

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 19.82 100.00 4,752 1,898 0.95 1,997.89 【】

86.96 110.97 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 農業集落排水 F2 非設置 9,650

経営比較分析表（平成29年度決算）
長野県　飯島町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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平均値

①収益的収支比率(％)
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当該値 5,002.69 4,634.15 4,346.36 5,602.12 5,353.17

平均値 1,117.11 1,044.80 1,081.80 974.93 855.80

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

【814.89】

【85.49】【52.49】【255.52】【60.64】

該当数値なし 該当数値なし

全体総括

　事業全体の運営と今後の見込みについては、昨年
度と大きな変化はなく、独立採算は難しい状況が続
いています。今後、老朽化した施設、機器更新のた
めの財源を確保しなければなりません。しかし、水
洗化率がほぼ概成していることや、少子高齢化によ
る人口の自然減に伴い、使用料収入の増加は見込む
ことができません。
　将来的に、公共下水道へと統廃合することによる
経営改善を期待しています。まずは、平成32年度か
らの法適用を目標とし、経営の見える化を図りま
す。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」

2. 老朽化の状況について

　最も古い管渠は、平成6年度に布設されたもので
あり、標準耐用年数が50年であるため、更新の予定
は立てていません。しかし、近年大雨の際に不明水
の流入が増加することから、管理コスト節減の観点
から、早急な対策が必要であると考えています。
　処理施設については、標準耐用年数を超えた機器
が増加しており、計画的に更新していく必要があり
ます。最適整備構想の策定や、公共下水道への統廃
合などを進めていく必要があると考えています。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況
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①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【85.49】【52.49】【255.52】【60.64】

【0.11】

該当数値なし 該当数値なし

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。
※　平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。


